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 概 要 

物  件 規 格 等 

ＧＩＧＡスク

ール構想端末

等一式 

 

１ 物件の内訳及び台数 

⑴ パソコン 

   １，５００台 

 

⑵ 端末管理ツール ライセンス 

   １，５００ライセンス 

 

 

 

２ 導入目的 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を 

 活用し、「かわさきＧＩＧＡスクール構想」の推進及び 

 「新しい生活様式」への対応のため、川崎市立小学校及 

 び中学校における非常勤講師等が利用するＧＩＧＡ端末

等を追加整備する。 

 

 

 

 

 

諮問第 ３ 号 

 

   下水道使用料の督促に関する処分に係る審査請求について 

 

 下水道使用料の督促に関する処分について、次のとおり審査請求があったの

で、地方自治法第２３１条の３第７項の規定により諮問する。 

 

             令和３年１１月２６日提出 

                川崎市長 福 田 紀 彦 

 

１ 審査請求人 

＊ ＊ ＊ 

２ 審査請求の年月日 

令和２年５月１２日 

３ 審査請求の趣旨 

上下水道事業管理者による次の督促に関する処分（以下「本件処分」とい

う。）を取り消すとの裁決を求める。 

督促状発行日  令和２年２月１７日 

金    額  ３２１，２１２円 

納 入 事 由  平成２６年１０月分から令和元年５月分までの下水道使 

用料 

４ 審査請求の理由 

審査請求人宅では当初から浄化槽を使用しており、審査請求人宅を含む区

域で公共下水道の供用が開始された際、審査請求人は浄化槽の使用を継続し、

浄化槽の埋戻し工事等を行わないことを本市に伝えていたこと、審査請求人



は下水道使用料を支払うことに納得していないにもかかわらず、本市が一方

的に請求していること等のため、本件処分は違法又は不当である。 
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参考資料 

 

   事 件 の 概 要 

 

１ 昭和５４年、審査請求人は、現住居で居住を開始した。 

２ 平成５年９月２４日、本市は、審査請求人宅を含む区域において、公共下

水道の供用を開始した。 

３ 平成３１年１月９日及び同年３月６日、本市は、審査請求人の住居の排水

設備について公共下水道への接続の有無を調査し、公共下水道に接続されて

いることを確認した。 

４ 令和元年９月２７日、本市は、審査請求人に対し、平成２６年１０月分か

ら令和元年５月分までの下水道使用料３２１，２１２円の納入の通知に係る

徴収に関する処分を行った。 

５ 令和２年２月１７日、本市は、審査請求人に対し、下水道使用料の督促に

関する処分（以下「本件処分」という。）を行った。 

６ 本事件は、審査請求人宅では当初から浄化槽を使用しており、審査請求人

宅を含む区域で公共下水道の供用が開始された際、審査請求人は浄化槽の使

用を継続し、浄化槽の埋戻し工事等を行わないことを本市に伝えていたこと、

審査請求人は下水道使用料を支払うことに納得していないにもかかわらず、

本市が一方的に請求していること等を理由として、本件処分の取消しを求め

るため、審査請求がなされたものである。 

 


